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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 三⼩うどんづくり体験教室の様⼦です。

三⼩うどんづくり体験教室の様⼦です。

9⽉6⽇、東久留⽶市⽴第三⼩学校で4年

⽣を対象にうどん作りが⾏われました。

「ひがしくるめ⼿打ちうどんの会」の皆さん

に、地場産の「柳久保⼩⻨」を使⽤して、昔

ながらの⼿法でご指導いただく本格的な⼿

打ちうどんです。

三沢会⻑から「うどんの好きな⼈！」と問わ

れると「はーい！」と元気な⼿が⼀⻫に挙がり

ました。

東久留⽶ではかつてどこの家庭でもうどんを

打っていたことなどを教えられ、このよき伝統を

復活させる使命を担っていざスタート！

材料は粉、⽔、塩のみ。

まずはボウルに⼊れた粉に⽔を少しづつ加

え、指先で掻き混ぜ、徐々にまとめてゆきま

す。

「べちゃべちゃになっちゃった。」「ボロボロする

〜」「難しい！」様々な嬌声がいつのまにか静

まり、⼦どもたちはうどんとの対話を楽しむかの

ように集中していきます。

綺麗に丸くなったら、うどん打ちの醍醐味と

もいえる「⾜踏み」⼯程へ。

400回、律儀に数えている姿が微笑まし

い。

⽣地を寝かせている間に、「⽯⾅挽き」にチ

ャレンジ。

⽯⾅の構造の説明から、順に体験開始。

なかなかうまく廻せない⼦、勢い余って⾼速

回転させ、挽かれない⽞⻨が⾶び出してしま

う⼦、粉引きにさえ個性がでます。

会⻑の「私が⼦どもの頃は朝から晩まで挽

かされたものですよ」という昔話に⼦どもたちが

沸きました。

もう⼀度⽣地を踏んで、めん棒で伸ばし、

包丁で押し切りします。

丁寧に伸ばしすぎてめん棒にくっついてしま

い、巨⼤きりたんぽ発⽣事件が続出したが、

「うどんの会」の皆さんが⼿際よく救出してくだ

さりました。

そっとタッパ―に詰め、何よりの⼟産を皆誇

らしげに⾒せ合っていました。

お楽しみの試⾷は、「うどんの会」の⽅が作

ってくださったものをいただきました。

これは外国産の⼩⻨を使⽤したもの、「⼩

⻨の違いを味わってくださいね」とアドバイスを

受けました。

地域の⽅々の⽀援を礎にし、「うどん打ち」

を通して地産地消を美味しく体験できる貴

重な機会、⼦どもたちは「郷⼟愛」をより深め

てくれたことでしょう。

（市⺠レポ－タ－：ＰＡＴER）

総合的学習の楽しい実習です。 ひとり１ボ－ル、柳久保⼩⻨300ｇ

です。

かき混ぜ作業が、⼀⻫に始りました。

順調のようですね。

でも⽔加減が難しい・・・

とりあえず３つに固めました。

これを１つにまとめます。

⾜ふみなら得意！？ しかし４００回はかなりハ－ドです。

⽯⾅の原理を教えられています。 ２⼈ペアで。

勢い込んで始めたものの意外と難しそ

う！

でも⾅の周りに少しづつ粉ができて来

ているのがわかりますか？

会の皆さんが⾒守っています。

時折”緊急出動”もあります。

真中から半分ずつ⼒を込めてのすの

がポイントだそうです。

みんないいペ－スですよ！

コシが出ている⽣地を切るのには、相

当な⼒が要ります。

良いゆで上げのためには5ｍｍがベス

ト。

お⾒事！ ハイ出来上がり。

上に乗っているのは”⽿”、⼿打ちの

証拠です。

お家で⾃慢してね！

⻑さ⾃慢し合いながら⾷べています。

このあと給⾷もあるので、130ｇの試

⾷でした。

最後に三沢会⻑「⽬的を持ってつくる

のと、形だけまねて⾏うのでは味も違

ってくるよ」。

会の皆様ありがとうございました！と

感謝の拍⼿がこの後起こりました。

（写真は関係者のご了解をいただい

ております）
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